
t21 技術上の内容

処 理 時 F H 3  1  便 用 量

(犠号と争言1加
と)

2.5竹 /10 a l睦 間 て歩き藩 )に均一に故布し

ホーまたは管理機で担幹する。

マルチ枝優後

?

中耕除革期

r雑草発生盛期 )

lal 普及上の留意点

ア を き床 には便用しない。

イ 土 壊表面処理では効果が劣る。

ウ 薬 量は捕 する。

試験成績 ( 昭 5 1 )

試 験  区
処 理 量

`たノ 1 0 a )
処 理 法

雑 草畳 ` 夕/ が ) 薬 害 子実蚕

てた鴻み/″a)イネ科 広 葉 症  状 程 度

(標)PHS

トリフ比 ラリン( 粒)

′ヤナレー ト(粒)

無  処   理

飼町)8多/a)

4

4

フイルム紋覆

土壊混和

″

0

0 . 1 0

0.03

0。25

1 . 1 7

0 . 5 1

0.66

4.13

無

子房柄肥大抑制

小 葉 異 常

無
　
中
　
小

　

一

25.7

24.0

26.2

25。4

2 有 機 物 の種類 別地 力増強 効果

1 背 景と特徴

畑地の出力増強に果す有践物施用の効果が高いことは良く知られるところであるが、近年における

農業情勢の変化から、有職物資源の崩少を来た し、有機物の土娯遇元が十分になし得ない状況にある,

このため、昭和49年 度から総含助成試験課題として、有機物の腫類による地力増強効果について

検討し現在まで明かとなった結果力指導上の参考に供する。
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( 参 昭 4

試 験 区 処 理 法
使用量

(夕/″a)

維 事 量 ` が)
薬 害

爽 数

でを,/字薇)イネ科 広 葉 合  計

無 処 理
′
32

タ
37.3

夕
4 0 . 5 21.0

トリ″/ ラリン粒

′`一ナレート粒

″

マルチ被覆後畦間土壊処理

マルチ紋優後睦間土壊混和

600

600

100

12.7

15.9

4 お

7.6

14.2

2.8

8 0

14.3

3.0

無
　
″
　

″

19.6

20.0

2 1 2



(31

(0

技術 内容

(1)有 機物の施用効果は堆鹿肥>隊 糞>稲 ワラ>緑 B巴であり.堆 虜肥.豚 糞
の効果が特に高い。生

ヮラは施用回数を増すごとに効果が高くなることが予想される。緑B巴は後述する若子
の土壌養分

の補給はあるが、施用回数が少ない段階 (エ ン麦、レ
ープの2作 鍬込み )で は作物の生育収量に

およぼす効果は少ない。

(力 生 ワラ施用当初は、N飢 戴、乾燥害を超こすおそれがあるが、秋鍬込
み、施用回数が増すごと

にこれらの影響が少なくなる。又、生ワラの 1回の投入量は鍬込み作業上から 10a当 り
ltが

限度である.

有機物施用で品質の良化 も期待できる,

有機物施用による土壌養分の補給は、2年運用からみられ、特に顕著な
のは堆屈肥や相 ワラの

施用により加里、豚糞施用による亜鉛である。3年以上の運用では、ガ8里、首土 L有 効りん酸、

客値、全窒素Lマ ンガン、ホワ素等の富化、さらに塩基置換容量の増大 、りん酸吸収係数
の低下

が顕者に認められる。緑BB施用では力n里、有効 りん酸、ホウ素ぃ堕鉛のfF8給が認められる。

15j 有 槻物施用により硝酸態窒素の発現は全般に高まり、特に堆1鋼巴では高く、しかも持続的に供

給される傾向である。

0 り ん酸の富化が有機物の施用によりなされることは前述のとお りであるがも室内実験により
こ

れが確認出来、さらに P吸 5%相 当の上壊改造では相 ワラを除く有細物施用に比べ 40%以 上の

りん酸富化が期待できる。 したがって土壊改造の際のりん酸資材の節成になる。      '

(0 緑 肥を除く有機物施用で土壊微生物 フロラがパクテリア型に移行することがうかがわれる。又ぉ

微生物の活性 もC02発 生量よりみて高まってくることが推定される。

3 試 験成絞の概要

試験課題名 I 地 力増強を主とした畑作の総合生産力向上技術の確立          ―

`地力維持増強と作付体系の権立 )

1 有 機物の投入による出力維持増強法

試験年次および場所  昭 和 49～ 51年   岩 手農試本場

試験方法

1)供 試土域  腐 値質火出灰土壊

2)供 試作物

昭和49年  馬 鈴薯 (男爵薯 )、 白菜 r仲秋白菜 )

〃 50年  短 根人参 (■hI S'寸 )

〃 51年  レ タス てグレート・レークス366)、 大豆 `東北 40号 )

- 4 9年 一   ←
― - 5 0年 一 一

→    ←
一 - 5 1年 一 一

→

↑秋鍬込み
馬 鰐

T自

柴 一 短

T鯵

→ (青 刈 レ
ー

ィ

)一 十 → レ

4ス

`青 対!エン麦 )                     大  豆

-9'



米 ( )の 緑肥作物は/a5区 にのみ作付

米 49年 緑肥区は日柴播僅直聞、他田場で栽培 した穂争期のエン麦を 10御 程度に切断し、随

用した。

米 緑 肥作物 の鍬込み畳 rloa当 )

青刃jエン麦 :2.5t  青 刈 レープ:5.6t        .

来 生 ワラ施丹は秋鍬み `49年 のみは春鍬込み )そ の他は春鍬込み

4 供 試条件

(1)有磯物無施輝 像)堆晦肥 23 0)堆 厩肥 4t(り 棺 ワラ it(堆 肥 2t相 当 )K51緑 宮巴作物鍬込

み て1年 1作 )“ )豚糞 2t

来 試 験開始初年 目にりん酸吸収係数の5%相 当量の夕ん酸も過高ぉよう擁比 1:4の 施用比で

■壊改造 したn又 、各区毎に PH`E2° )6.5目 標に捕正 した。 (じずれも初年のみの実

施 )

施肥畳                              (ル タ/10a)

作 物 N P205 K20  1

馬  鈴   薯 6+4 1 5 15

自 業 15+5+5 2 0 15 J卜 15 J卜 15

短 根 人 参 12+4+4 2 0 1 2 4 ‐ 4 1 -  4

レ   タ   ス 1 6 + 4 1 5 16 + 4

大 一立 4 1 5 10

試験結果

(1)生 育、収量調査結果

有機物施用初年目の馬鈴客では効果は認められなかった。又L白 来では有機物施用区が無施用区   !

に比べ8～ 24%い ずれも増収したが、有践物の題類、施用堂との間には一貫した傾向がみられな

かったぃ試験開始初年 目は、生 ワラ施用力将 鈴薯播極直師であ ったため、生育初期～中期にかけて      '

著 しいN飢 戴状を呈 し、乾燥とあいまって生育力判酷」された。 (図 -2・ 3)               |

白実では N飢 餓は観察されなかった。

2年 目の短棋人参Ⅲ3年 目のレタスでは生育.収 豊性に堪虐モllu 4 t>堆配肥 2t>嫁 糞>稲 ワラ>

無施用の全 く同じ傾向がみ られ、縦肥 力除 く官機物の効果が明いかに認められたが、練日巴は大豆を

含め逆に負の効果となってあらわれた。これら有磯物め効果は収量のみでなく、品質の良化や、生

育促進等に も認められた。 (図 -1、 表 -2)

(2)跡 地上域分折結果

有磯物投入による作物収穫跡地上壊の変化は 2年 目跡地から見られ、置換性の加里含量が堆厳百じ、

稲 ワラ等で高まる傾向がみられた し、塩基置換容量の増大lril司ゃ、有効 りん酸の富化がうかがわれ

一 〕6 -



た。又、微量要素でもZnあ 補絡効果が顕者に認められ、特 に豚糞の施用で著 しく高音ることが知

れた。3年運用後の跡地土接では上記傾向がさらに顕著に認められた。加えて、箇換性吉上、腐値L

全奎素、さらには微重要素でマンガン.ホ ワ素 r緑肥でも富化 )等 が喜化され、様肥を除 (有 機物施

施用による土壊の日巴次化が明らかに認められた。 (表
-3)

(31 イ ンキュベーションによる土壊分析結果

ア 窒 素の動き

栽培期間中の上壊窒素の動きについて、3年施用跡地土壊のインキュベ
ーションによりN03~

Nを 追跡 したと

N無 添加では有機物施用上壌が有機物無施H_L壊 に比べ全般に高目に推移する「特に堆厩肥によ

るN発 現が全体的に高く推移し、しかも持続的に発現 してくることがうかがわれた。

N20呼 添加では供試土壊間による差がみられず、さらに長期間の追跡が必要と考えられた。

(図 -4・ 図 -5)

イ リ ん酸の富化

有機物施用によるりん酸の富化について、上記インキュベ
ーションと併行 して確認調査した。

その結果有機物施用によるりん酸の富化が確認されも文、りん酸添加により有機物施用によるり

ん酸の富化がさらに高まり、土壊改造の際の堆虜肥併用効果の高音る
一因と考えられた。

又、インキュベーションにより有機施用上壊のりん酸合量が高する傾向がみられたが、この原因

について明らかでな(tり ん酸に関与する微生物の介在かとも考えられた。 て表
-5・ 表 -6)

(0 土 壊微生物測定結果

施用 2年 目の測定調査でま、糸状菌は緑胆渉除く有機物施用で多くなる傾向が見られ、
パタテリ

アでは堆laB、 緑肥を除 く柄ワラ、豚糞施用て無施用に比べ多くなった^3年 運用の跡地調査では、

禄肥を除 く有機物施用区は無施用区に比べ糸状菌が少、パクテ
1,アカラ となり、結果的に B/「 値

が高くなり、前年の傾向と逆転 しパクテリア型になる傾向となった。

微生物の総合的な活性の一つ の指標 とされる土壌C02発 生を2年 施用上壊についてみると、植

ワラを体きほば生菌数の多い土壊ほどC02の 発生量が多くなる傾向がみられた,       タ

て麦-8・ 図-6)

一 折 一



有磯物による収量の増大て表-1)

品質の良化と収穫則の促進

規格別収量 (昭 50 短 根人参 )

(り /10a・ %)

２

　

４

　

１

２

施

肥
　
　
・フ

一既

″
　
ワ
　
　
炎

無

雑

　

相

様

豚

妊

時期別収稜剖含 (贈 5

用

と

ヒ

じ

Uじ

し

2ど

1  レ タス )

7月 19日

`図 - 1 )

イむ    ワラ

( 表 - 2 ) て % )

2 3 日

4 2

4 7

3 6

3 5

4 6

3 2

2 2

2 8

5 4

3 9

2 1

6 1

2 9 日

3 6

2 5

1 0

2 6

3 3

7

区 名

4 9 年 50牢 5 1 年

馬 鈴  禁 自   業 短 棋 人 参 レ  タ   ス 大   豆

総薯蚕 同左比 球 重 同左比 全棋室 1同左比 結球互 同左比 子業玉 同左比

1 無 施 用

2堆 魔肥2と

,  ″  4t

4相 ワラit

5 な表    出巴

6 豚 糞 2 3

',547

3,248

3,57

3 , 2 2

3,589

００

錫

００

け

101

5,010

5,544

5,419

52825

6,234

6p09

100

111

108

116

124

120

3,223

4,298

4,716

3,878

3,121

4,2414

400

133

146

120

97

1タ

241

248

263

231

カ7

255

100

10,

109

96

98

106



三年運用後の跡地土壊 (昭 51)

(1)多 量要素の補給効果 (表
-3)

像)微 量要素の補給効果 て 表
-4)

M n O

(ppm)

F e名区 Z n Cu

1 無  肥

2  堆 協 肥

3    〃

4  柄 ワ ラ

5  緑

6 豚 糞 2

用

2   t

4  6

1   1

J巴

t

※  各 要素の分析 法

可吸憩 P205 :

置換性塩基  :

置換性llln  :

可溶にL Z n  o C u :

可吸憩 「e  :

水浴性 B   :

0.22

0。30

0。38

0.30

0.32

o.35

2.8,

3 . 1 5

3.73

3.34

3 . 1 7

7.43

0.46

0.38

0。36

0.56

0,39

o。46

26.1

26.6

22.2

19.9

17.7

27.9

トルオーグ法

P豆 7.O N一 CH3 000NI14浸 出

〃        〃

0.l N TIICL浸 出

PH 4,8 N一 CH3 C00Na浸 出

熱水抽出  ク ル ク ミン比色法

AA分 析

″

〃

″

名区

PH

`H20)

塩基置
換容量
てm e )

置換性塩基 rヮ ) りん酸
吸 収
係 数

可吸態

跡
う

腐 植

て%)

T一C

(夕う)

封
　
勿

Ｔ
　
て
C/N

Ca0 Mg0 K20

1 無 施 用

2  堆 阪 肥 2 t

3   〃  4 t

4  稲 ワラ と し

5  緑    胆

6  豚 糞 2  t

5.89

6.00

6.05

6.09

5.94

5.92

18.9

21.6

20.7

19.4

19.3

1 9 . 4

282

286

28B

246

227

299

10

15

19

14

9

17

29

4 4

a

44

45

32

2,070

2,050

2,050

2,040

2,095

2,040

5。4

6 . 2

8 . 1

7.2

7.9

7.2

12.09

13.66

13,14

12.30

11.67

12.82

7.02

7.93

7.63

7 . 1 4

●. 7 7

7.44

0.44

0 . 4 6

0.48

0.43

0,42

0 , 4 8

16.0

17.2

15.9

16.6

16.1

15.5

0。43

0.91

0,79

0.64

0。40

0 . 6 8

-ヽ39-―



生ワラ投入初年目`春鍬込み)の

N03~Nの 動き (図 -2)
馬鈴零の生育中 (6月 17日 )における

生体中N03~N濃 度 `生体中ppm)

(1口49) `図 - 3 )

米 2%酢 酸浸出によるフエノール

航酸法

Alθョー村

謂セ雲諄〕ほ位!黎騨芸り

際ワラ琢七2セ無7 / 5b / 3

″∞

3θθ

2θθ

′θθ

% %フ

有機物 '年運用上壕によるN03‐Nの 発現 `贈 5

て28℃  開 放型インキュベーション)

` 図 - 4 )

A10ヨ「村

律″)

N ぷ 本力J

(図 -5 )

につ、も分著)

ハ/θ3~A/

＼ /族
X

″/″本語

2θ (日)

- 4 0 ャ

抑 (日)



有機物によるP205富 化 (28℃ 20日 間インキュベ
ーション)(表 -5)

区 名

P 2 0 5 無添 加 5 % 相 当 添 加
警尼墨
`ヮ)

` b一 a )

インキ ュベ ーシ
ヨン前の

P2 0 5

`加夕)

P 2 0 5

r a x ヮ )

N o l = 0

( 7夕)

P205

(a)て呼 )

N o l - 0

`ロク)

1 無 施 用

2  堆 鹿 B巴2 t

3   〃  4 t

4  柄 ワ ラ l t

5  緑    肥

6  豚 糞 2  t

4.9

7.2

8 . 3

5.9

8。'

8.9

0

2,3

3.4

1.0

3.6

4.0

18.1

25.2

27.2

19.2

27.5

3 1 . 1

0

7.1

9.1

1.1

9.4

13.0

13.2

18.0

18。9

13。3

19.0

22.2

5.4

5,6

7.2

5。6

8.4

7.2

※ 有 機物 3年運用跡地上壊を供試 した。 (昭 5

` 付)

1 )

有機物 1回の施用で持込まれるP2° 5量

有 機 物

唯 庇 肥

〃

稲 ワ ラ

豚  糞

ス跡地 )

`表 -7) て %)

P2053ワ )

0。2

〃

0 , 1 9

0 。2

4

8

1.9

4

有機物施用による三相分布 (昭 51 レ タ

( 表- 6 )

成 分 ( % )

区 名 固  相 渡  相 気  相 孔 陳 率

1  無  施  用

2  4'た露U巴2 t

3   ″
・
4じ

4  、酒 ヮラ 1と

5  緑    8巴

6 豚 糞 2 1

28。3

24・9

24・9

27・5

27・3

25。6

42.7

38.3

範 . 0

42.8

39.8

38.5

28.9

36.9

35。1

29.7

32.9

35.9

71,6

75。2

75.1

72.5

7 2 , 7

74.4

- 4 1 -



土壌放生物の変化 (レ タス跡地 ) (表 -8)

(糸状菌 :X105、 放線菌 ・パクテリア:X107)

土壊放生物活性

インキニベートによるC02発 生量 (積算量 )【昭 50)

( 図- 6 )      '

(め2″ / / m夕乾 上) 豚英

翔朝こ4占

姥月ヒ2t

わら

窯

(28'cl三淋 キつ

残された問題点

1)有 機物分解過程の追跡

2)練 肥の多年運用効果

3)行 機物出来以外のP205の 同定

参考資料

岩手農試 H呂和 49年 度土壊肥科に関する試験成漬書`畑 )

〃  昭 和 50年 度    〃        (〃 )印 刷中

(乾 ± 1夕当生菌教 )

区 名
糸 状 菌 ( F ) 放 線 菌  |パ タテリア(3 ) B / F 値

S50 S51 S50 S51 S50 S51 S50 S51

1 無 施 用

2  尭宮屁 出巴2  じ

3   ″  4 t

4  柏 ワ ラ l じ

5  緑       g巴

6 豚 糞 2 1

1 . 2

2.6

2.2

2.9

1.0

2.2

1.9

2.1

1.石

2.8

1.3

1.7

1 . 2

1.3

1.4

1.5
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